
｢

邪
気
（
鬼
）
を
追
い
払
え
！
」

鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

３
（２月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

小規模校（特認校）��� ２
休日窓口を開設����� ４
鶴のまち俳句賞����� ５
催し���������� ６
健康���������� ８

募集���������� 10
子育て��������� 12
お知らせ�������� 13
フォトニュース����� 21
お誕生・お悔やみ・ご寄付�25

2017（平成29年）
No. 132

｢

邪
気
（
鬼
）
を
追
い
払
え
！
」

主な内容

世 帯 数 ２万 5,022 （＋ ５）
人　 口 ５万 4,645 （－ 18）
男 ２万 5,604 （－ ７）
女 ２万 9,041 （－ 11）

出　 生 33
死　 亡 90
転　 入 129
転　 出 86
その他異動 ４



消
滅
さ
せ
た
く
な
い

　
「
キ
ー
ン
コ
ー
ン
♪
カ
ー
ン
コ
ー
ン
♪
」

大
人
も
子
供
も
聞
き
慣
れ
た
鐘
の
音
が
、

今
日
も
学
校
か
ら
聞
こ
え
ま
す
。
人
口
減

少
社
会
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
内
の
学
校
数
の
状
況

　

全
国
的
に
子
供
の
人
数
が
減
少
し
て
い

る
中
で
、
本
県
で
も
小
・
中
学
校
の
統
廃

合
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。
県
の
学
校
基
本

調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
２
０
０
６
年
度

（
約
10
年
前
）
の
県
内
の
小
学
校
数
は

６
０
６
校
（
う
ち
分
校
９
校
）
で
し
た
が
、

２
０
１
６
年
度
は
５
３
４
校
（
う
ち
分
校

５
校
）
と
な
り
、
72
校
減
少
。
同
様
に
中

学
校
は
、
２
７
９
校
（
う
ち
分
校
３
校
）

か
ら
２
４
２
校
（
う
ち
分
校
２
校
）
と
な

り
37
校
減
少
し
て
い
ま
す
。

出
水
の
状
況

　

本
市
に
は
、
小
学
校
が
14
校
、
中
学
校

が
7
校
あ
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、

「
歴
史
と
文
化
の
薫
り
が
暮
ら
し
を
彩
る

教
育
と
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
は
、

「
少
子
高
齢
化
に
伴
い
児
童
・
生
徒
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
学
校
の
地
域

で
の
役
割
な
ど
を
考
慮
し
て
、
小
規
模
校

～
全
国
的
に
学
校
の
統
廃
合
が
進
む
中
で
～
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蕨島小学校
荘 3998 番地

☎ 83 － 3412

大川内小学校
下大川内 3915 番地 1
☎ 68 － 2100

上場小学校
上大川内 2580 番地 27

☎ 68 － 2200

　
小
規
模
校
の
強
み
は
、
子

供
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た

指
導
が
で
き
る
こ
と
。
学
校

行
事
な
ど
で
は
、
年
間
通
じ

て
一
人
一
人
が
主
役
に
な
れ

る
場
面
が
あ
り
、
子
供
た
ち

の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
反
対
に
、
体

育
や
音
楽
な
ど
は
人
数
が
少

な
い
た
め
に
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
年
６
回
の

集
合
学
習
で
、
集
中
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
は
、
始
（
終
）

業
式
に
来
て
く
だ
さ
る
方
も

い
る
く
ら
い
、
学
校
に
対
し

て
の
関
心
が
高
い
で
す
。
子

供
た
ち
を
地
域
で
育
て
て
、

地
域
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
教
員

に
と
っ
て
も
非
常
に
心
強
く
、

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。　

大川内中学校
上大川内 823 番地

（☎ 68 － 2300）

荘中学校
荘 746 番地

（☎ 82 － 0661） 鶴
荘
学
園
開
設

　

本
年
４
月
か
ら
、
荘
小
学
校
と

荘
中
学
校
が
、
施
設
一
体
型
の
義

務
教
育
学
校
「
鶴
荘
学
園
」
と
し

て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
内
で
初
め
て
の
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
か

ら
、
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
で

授
業
を
し
た
り
、
行
事
を
合
同
で

行
っ
た
り
し
て
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

義
務
教
育
学
校
で
は
、
１
年
～

９
年
生
の
学
年
の
枠
を
超
え
た
交

流
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同

校
独
自
の
教
科
と
し
て
「
ツ
ル

科
」
を
新
設
し
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
い
ず
み
と
も
連
携
し
、
９
年
間

を
通
じ
て
野
鳥
や
自
然
環
境
な
ど

を
勉
強
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
☎
�
４
０
７
９
）

集合学習の日の昼休み。校庭では多くの子供たちが一緒
に遊びます。

童
・
生
徒
の
表
現
力
や
協
調
性
を

育
て
て
い
ま
す
。

特
認
校
（
指
定
す
る
学
校
）

小
学
校　
蕨
島
小
、
大
川
内
小
、

　

上
場
小

中
学
校　
荘
中
、
大
川
内
中

の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
集
合
学

習
の
充
実
や
特
認
校
制
度
・
山
村

留
学
を
推
進
す
る
」
と
い
う
内
容

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
規
模
校

　

市
内
の
小
学
校
14
校
の
う
ち
、

全
児
童
数
が
50
人
未
満
の
学
校
が

５
校
。
中
学
校
７
校
の
う
ち
、
全

生
徒
数
が
50
人
未
満
の
学
校
が
２

校
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
小
学

校
３
校
、
中
学
校
２
校
を
特
認
校

（
※
）
と
し
て
市
教
育
委
員
会
が

指
定
し
、
校
区
外
か
ら
転
入
学
で

き
る
よ
う
に
制
度
化
し
て
い
ま
す
。

　

特
認
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る

学
校
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
体
験
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
荘
小
学
校
、
切
通
小
学
校

と
合
同
で
、
年
に
６
回
小
規
模
５

校
集
合
学
習
を
行
い
、
大
川
内
中

学
校
と
荘
中
学
校
は
、
年
に
２
回

集
合
学
習
を
行
っ
て
い
て
、
児

募
集
期
限　
３
月
３
日
（
金
）

※
小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度

　

に
基
づ
き
、
指
定
す
る
学
校

○
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

　

さ
れ
る
方
は
、
本
来
通
学
す
べ

　

き
学
校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市内小学校の児童数 市内中学校の児童数

学校名 児童数 学校名 児童数
出水小
西出水小
東出水小
米ノ津小
米ノ津東小
切通小
荘小
蕨島小
大川内小
上場小
高尾野小
下水流小
江内小
野田小
出水中
米ノ津中
荘中
大川内中
高尾野中
江内中
野田中

0
100
200
300
400
500
600
700
800

出
水
小 

西
出
水
小 

東
出
水
小 

米
ノ
津
小 

米
ノ
津
東
小 

切
通
小 

荘
小 

蕨
島
小 

大
川
内
小 

上
場
小 

高
尾
野
小 

下
水
流
小 

江
内
小 

野
田
小 

出
水
中 

米
ノ
津
中 

荘
中 

大
川
内
中 

高
尾
野
中 

江
内
中 

野
田
中 

市内小・中学校の児童数 

上栫久伸校長（55）

蕨
島
小
学
校

－

小
規
模
校
の
校
長
先
生
に

　
話
を
聞
き
ま
し
た

－
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引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
は
、
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

～　
３
月
26
日
（
日
）、
４
月
２
日
（
日
）、
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
を
開
設　
～

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
る
住
所
変
更
等
の
手
続
き

の
た
め
、
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
が
大
変
混
み

合
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
時
期
の
市
民
生
活
課
等
の
窓

口
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
休
日
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
内
の
多
く
の
市
町
村
で
同

様
の
休
日
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
程
・

取
り
扱
い
業
務
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
各
市
町

村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
開
設
の
日
時

　

３
月
26
日
（
日
）、
４
月
２
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
５

　

時
15
分

開
設
す
る
窓
口　
本
庁
市
民
生
活
課
・
高
尾
野

　

支
所
総
合
市
民
課
・
野
田
支
所
総
合
市
民
課

取
り
扱
う
業
務

○
住
所
変
更
の
手
続
き
（
転
入
・
転
出
・
転
居

　

の
届
け
出
）、
住
所
変
更
に
伴
う
諸
手
続
き

○
印
鑑
登
録
、
戸
籍
届
け
出

○
住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
戸
籍
関
係
の
証
明
発

　

行
事
務
（
広
域
交
付
住
民
票
発
行
は
除
く
。）

※
ほ
か
の
市
町
村
役
場
等
に
問
い
合
わ
せ
を
し

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

　

日
処
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

そ
の
他
の
業
務
に
つ
い
て
は
取
り
扱
っ
て
い

　

ま
せ
ん
。

※
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書

　

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

届け出 届け出の期間 届け出に必要なもの

転 入 届
新しい住所に住み
始めた日から14日
以内

・前住地の転出証明書
・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・全員の個人番号通知カードまたは個人番号カード

転 居 届 〃

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・住民基本台帳カード（交付者のみ）
・全員の個人番号通知カードまたは個人番号カード

転 出 届 転出日（予定日）
の前後14日以内

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・印鑑登録証（登録者のみ）
・住民基本台帳カード（交付者のみ）
・個人番号カード（交付者のみ）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
市
民
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
市
民
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
ご
み
処
理

施
設
・
料
金
改
定

　

環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
、
直
接

ご
み
を
搬
入
さ
れ
る
際
の
施
設
使
用
料
は
、
17
年
前
に
改
定

し
て
以
来
変
更
せ
ず
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
処
理
費
用
に
見
合
っ
た
適
切
な
受
益
者
負
担
と
、

周
辺
自
治
体
と
の
料
金
水
準
の
均
衡
を
考
慮
し
て
、
次
の
と

お
り
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

料
金
改
定
の
時
期　
４
月
１
日

料
金
改
定
の
内
容

○
環
境
セ
ン
タ
ー
（
可
燃
ご
み
）

１
０
０
キ
ロ
㌘
ご
と
に
３
０
０
円
（
税
別
）

　
（
現
在
は
、
５
０
０
キ
ロ
㌘
ま
で
５
１
０
円
（
税
込
）
５

　

０
０
キ
ロ
㌘
を
超
え
る
場
合
は
、
５
０
０
キ
ロ
㌘
ご
と
に

　

１
０
２
０
円
加
算
。）

○
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
不
燃
ご
み
）

１
０
０
キ
ロ
㌘
ご
と
に
３
０
０
円
（
税
別
）

　
（
現
在
は
、
５
０
０
キ
ロ
㌘
ま
で
５
１
０
円
（
税
込
）
５

　

０
０
キ
ロ
㌘
を
超
え
る
場
合
は
、
５
０
０
キ
ロ
㌘
ご
と
に

　

１
０
２
０
円
加
算
。）

※
資
源
ご
み
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
可
燃
ご
み
）
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
０
７
３
９
）

　
（
不
燃
ご
み
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
１
１
１
）
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【
特
選
句
】

【
入
選
句
】

た
だ
い
ま
と 

つ
る
の
な
き
ご
え 

き
こ
え
た
よ

切
通
小
学
校　

一
年　
　

あ
ら
き　

せ
な

つ
る
の
こ
え 

き
い
て
ま
ね
す
る 

い
も
う
と
が

野
田
小
学
校　

一
年　

の
ま
ぐ
ち　

し
ゅ
ん
す
け

あ
じ
さ
い
の 

き
の
う
の
色
が 

か
わ
っ
て
る

出
水
小
学
校　

二
年　
　

地
村　

俊
哉

べ
ん
き
ょ
う
を 

し
て
る
と
ト
ン
ボ 

や
っ
て
き
た

出
水
小
学
校　

二
年　
　

園
田　

る
う
か

北
風
を 

せ
す
じ
ぴ
ん
と
し 

は
ね
か
え
す

高
尾
野
小
学
校　

三
年　
　

尾
ノ
上　

悠

学
校
の 

近
く
の
畑 

つ
る
の
町

東
出
水
小
学
校　

四
年　
　

川
畑　

来
瑠

夏
の
川 

進
む
い
か
だ
の 

水
し
ぶ
き

米
ノ
津
小
学
校　

四
年　
　

山
下　

玲
亜

雪
の
田
に 

み
ん
な
で
バ
レ
エ 

万
羽
づ
る

大
川
内
小
学
校　

四
年　
　

山
下　

未
誉

じ
い
ち
ゃ
ん
と 

ガ
ラ
カ
ブ
つ
っ
た
よ 

夏
休
み

出
水
小
学
校　

五
年　
　

宮
下　

京
介

ち
ら
ち
ら
と 

花
火
が
て
ら
す 

顔
と
顔

出
水
小
学
校　

五
年　
　

安
田　

賢
人

よ
び
と
め
る 

見
て
見
て
見
て
と 
コ
ス
モ
ス
が

西
出
水
小
学
校　

五
年 　

西
園　

花
り
ん

ぶ
か
っ
こ
う
な 

わ
れ
た
す
い
か
を 
ほ
う
ば
る
よ

西
出
水
小
学
校　

六
年　
　

内
城　
　

花

筆
洗
う 

し
ぶ
き
の
も
と
に 

虹
か
か
る

西
出
水
小
学
校　

六
年　
　

松
下　

友
香

し
し
む
ら
や 

青
葉
を
め
ぐ
る 

水
の
音

出
水
中
学
校　

一
年　
　

阿
比
留　

桜
華

あ
お
い
そ
ら 

か
ら
だ
に
し
み
る 

せ
み
し
ぐ
れ

高
尾
野
中
学
校　

一
年　
　

近
藤　

明
夏

か
じ
か
ん
で 

数
え
ら
れ
な
い 

鶴
の
数

米
ノ
津
中
学
校　

二
年　
　

門
口　
　

乙

ね
る
前
に 

か
す
か
に
聞
こ
え
る 

鶴
の
声

出
水
中
学
校　

三
年　
　

高
口　

世
成

鶴
の
声 

冬
枯
の
町
を 

色
づ
け
る

高
尾
野
中
学
校　

三
年　
　

出
水　

茅
耶
乃

紫
陽
花
の 

滴
に
と
け
る 

蒼
き
空

高
尾
野
中
学
校　

三
年　
　

天
辰　

一
風

ツ
ル
博
士 

五
年
生
か
ら 

活
躍
す

江
内
中
学
校　

三
年　
　

土
持　

ひ
か
り

グ
ロ
ー
ブ
に 

白
球
お
さ
ま
り 

夏
終
わ
る

出
水
工
業
高
校　

一
年　
　

石
元　

武
瑠

新
涼
の 

風
に
我
が
身
を 

ゆ
だ
ね
け
り

出
水
工
業
高
校　

一
年　
　

渡
邉　

翔
吾

新
米
を 

み
つ
め
る
祖
父
に 

笑
顔
あ
り

出
水
商
業
高
校　

二
年　
　

大
迫　

魁
仁

朝
焼
け
と 

共
に
現
る 

鶴
の
影

出
水
中
央
高
校　

二
年　
　

渡
部　

雄
葵

背
伸
び
し
て 

お
め
か
し
も
し
て 

七
五
三

出
水
商
業
高
校　

三
年　
　

宮
田　

莉
歩

「鶴
の
ま
ち
俳
句
賞
」

　

市
文
化
協
会
で
は
、
伝

統
文
化
の
俳
句
を
楽
し
み

世
代
を
越
え
た
文
化
交
流

に
つ
な
げ
よ
う
と
「
鶴
の

ま
ち
俳
句
賞
」を
設
け
て
、

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
俳
句
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
１
９
２
７
句
、

中
学
校
１
３
５
６
句
、
高

等
学
校
５
５
６
句
の
合
計

３
８
３
９
句
の
応
募
が
あ

り
、
１
次
審
査
、
２
次
審

査
を
通
過
し
た
１
２
５
句

の
中
か
ら
、
特
選
句
と
し

て
５
作
品
、
入
選
句
と
し

て
25
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

特
選
句
に
選
ば
れ
た
皆

さ
ん
は
、
２
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
生
涯
学
習
・
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

タ
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
ね
か
っ
た 

じ
い
の
た
ん
ぼ
に 

つ
る
が
き
た

野
田
小
学
校　

一
年　
　

平
野　

愛
恵

た
ん
ざ
く
の 

ぼ
く
の
お
ね
が
い 

ゆ
れ
て
い
る

東
出
水
小
学
校　

四
年　
　

﨑
口　
　

光

鶴
が
来
た 

ぼ
く
の
心
は 

青
い
空

高
尾
野
小
学
校　

五
年　
　

今
川　

龍
人

お
風
呂
場
に 

う
つ
っ
た
花
火 

さ
わ
っ
た
よ

出
水
中
学
校　

一
年　
　

橋
口　

理
子

去
年
よ
り 

さ
ら
に
鶴
へ
と 

近
づ
い
た

出
水
商
業
高
等
学
校　

二
年　
　

田
原　

雄
太
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公の施設の指定管理者が決定

施　設　名 指定管理者
（施設利用問い合わせ先） 指定期間 所 管 課

総合体育館、総合武道館、出水弓道場、出
水屋内ゲートボール場、総合運動公園（野
球場、庭球場、陸上競技場、多目的広場、
野外ステージ）、西出水運動公園、米ノ津運
動公園、出水運動公園、加紫久利公園

有限会社　出水スポーツ 2017.4.1
～ 2022.3.31 市民体育課

（☎ 63-4140）

市民プール 出水市水泳協会 2017.4.1
～ 2020.3.31

中央図書館、高尾野図書館、野田図書館、
出水歴史民俗資料館、高尾野郷土館・古城
画伯コレクション館、野田史料館

株式会社　図書館流通セン
ター　出水営業所

2017.4.1
～ 2022.3.31

読書推進課
（☎ 63-4121）

高野山公園 特定非営利活動法人
ひと・まちサポートいずみ

2017.4.1
～ 2020.3.31

産業振興政策課
（☎ 63-4800）畑作技術振興促進センター 鹿児島いずみ農業協同組合 2017.1.1

～ 2018.3.31

上場農村緑地広場 上場農村緑地広場管理組合 2017.4.1
～ 2022.3.31

野田堆肥センター 鹿児島いずみ農業協同組合 2017.4.1
～ 2018.3.31

農政課
（☎ 63-4129）

※指定管理者制度とは、公の施設の管理運営を、市に代わって民間事業者等が行うもので、民間の活力とノ
ウハウを生かして、より質の高い市民サービスの提供と経費節減につなげることを目的とした制度です。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
変
わ
り
ま
す

　

平
岩
・
小
木
場
・
丸
塚
地
区
方
面
で
運
行
し
て
い
る
「
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
の
運
行
形
態
が
、
事
前
予
約
を
行
い
運
行
す
る
、
デ
マ
ン
ド

型
に
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
型
…
利
用
者
が
事
前
に
予
約
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

　

運
行
す
る
形
態

対
象
者　
平
岩
・
小
木
場
・
丸
塚
・
栗
毛
野
地
区
に
居
住
す
る
方

利
用
方
法　
利
用
者
の
代
表
者
が
、
利
用
す
る
前
日
の
午
後
５
時
ま

　

で
に
運
行
事
業
者
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

運
行
日　
毎
週
２
回

運
行
時
間　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時

利
用
料
金　
片
道
１
人
当
た
り
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
企
画
課
企
画
係
（
☎
�
４
０
３
６
）

　残さずたべよう！

 2
にいまる

0   ・ 1
いちまる

0  運動
　市では、食品ロス削減に向けた取り組みとし
て、「20・10 運動」を推進しています。
○乾杯後、20 分間は席を立たず、料理を楽しみ
　ましょう。
○お開き前の 10 分間は、自分の席に戻って、　
　再度、料理を楽しみましょう。
○料理は適量を注文しましょう。

会食・宴会席では、食材や料理を
作った人に感謝して、食品ロス削減に
ご協力ください。
問い合わせ先
　本庁生活環境課生活環境係
　（☎ 63 － 4042）
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寒
緋
桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ
実

行
委
員
会
に
よ
る
「
第
４
回
寒
緋

桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

３
月
５
日（
日
）、同
12
日（
日
）

 

熊
陳
馬
場
通
り
周
辺

内
容　

○
牛
車
運
行
（

８
０
０
円
）

　

午
前
10
時
、
同
11
時
、

　

午
後
１
時
、
同
２
時

 

高
尾
野
北
Ｉ
Ｃ
周
辺

 

無
料

駐
車
場　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
本

　

所
※
会
場
周
辺
に
駐
車
場
が
な
い
た

　

め
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
会
場
ま

　

で
移
動
し
ま
す
。

 

本
庁
都
市
計
画
課
建
設
政
策

　

 

係
（
☎
�
４
０
８
６
）

　

市
文
化
協
会
に
よ
る
「
音
楽
部

春
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

３
月
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
同
４
時
30
分

　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容　

三
味
線
、
和
太
鼓
、
コ
ー

　

ラ
ス
、
詩
吟
、
大
正
琴
、
能
謡

　

曲

 

市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
出
水

阿
久
根
道
路「
高
尾
野
北
Ｉ
Ｃ（
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
～
野
田
Ｉ
Ｃ

間
」
が
開
通
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
開
通
を
記
念
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
先
着
５
０
０
人
に
記
念
品
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

３
月
11
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
正
午（
イ
ベ
ン
ト
）

　

午
前
８
時
30
分
受
け
付
け

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
無
線
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

高
尾
野
北
Ｉ
Ｃ
が
開
通

市
文
化
協
会
に
よ
る

音
楽
の
祭
典
開
催

※
野
田
保
健
セ
ン
タ
ー
前
発
で
、

　

各
便
定
員
10
人
（
予
約
優
先
）

○
湯
茶
接
待

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

野
田
保
健
セ
ン
タ
ー
、
石
澤
歯

　

科
前
、
な
が
の
庵

※
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で
は
、
午
前

　

11
時
～
午
後
１
時
に
、
団
子
や

　

焼
き
そ
ば
な
ど
の
出
店
販
売
も

　

あ
り
ま
す
。

○
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

午
後
６
時
～
同
９
時

 

寒
緋
桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
協
野

寒
緋
桜
を
見
に
来
ま
せ

ん
か

開催日　３月 19 日（日）、同 20 日（春分の日）
時　間　午前９時～午後５時
　　　　（交通規制は午前７時～午後７時）
場　所　高尾野駅前中心部商店街
問い合わせ先　高尾野「中の市」実行委員会（鶴の町商工
　　　　　　　会高尾野本所内）（☎ 82 － 1065）

　鹿児島県三大市のひとつ、中の市（別名「そば市」）が、
今年は、春分の日とその前日に開催されます。開催当日は混
雑が予想されますので、肥薩おれんじ鉄道等の公共交通機関
または一般駐車場と会場を結ぶ専用シャトルバス（無料運行）
をご利用ください。

中の市開催！！

昨年の牛車運行の様子

　

田
支
所
内
）（
☎
�
２
０
６
６
）
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出
水
市
の
戦
争
遺
跡
を
考
え
る

会
に
よ
る
「
未
来
に
伝
え
よ
う 

戦
争
の
記
憶
」
～
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
の
集
い
～
が
、
71
年
前
に
出

水
が
初
め
て
空
襲
を
受
け
た
日
で

あ
る
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

戦
争
を
体
験
し
た
人
が
少
な
く

な
る
中
で
当
時
の
状
況
を
思
い
起

こ
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

 

３
月
18
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
～
同
８
時

※
雨
天
中
止

 

市
特
攻
碑
公
園

内
容

○
竹
灯
籠
の
点
灯

○
空
襲
体
験
談
・
朗
読

○
合
唱
・
歌

○
平
和
の
誓
い

※
懐
中
電
灯
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

出
水
市
の
戦
争
遺
跡
を
考
え

　

る
会
事
務
局
（
担
当
：
西
）

　
（
☎
�
３
３
２
０
）

　

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

で
は
、
ひ
な
人
形
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
も
て
な
し
の
心

育
成
協
議
会
、
出
水
麓
街
な
み
保

存
会
に
よ
る
「
ひ
な
ま
つ
り
の
お

手
前
」
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

３
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
先
着
１
０
０
人

 

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

 

３
０
０
円
（
お
菓
子
含
む
）

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

 

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

※
「
竹
添
邸
」「
税
所
邸
」
で
は
、

　

３
月
31
日
ま
で
ひ
な
人
形
を
展

　

示
し
て
い
ま
す
。

～
西
出
水
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
～

　

夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔
祭
や
消
防

出
初
め
式
な
ど
の
行
事
で
パ
レ
ー

ド
を
先
導
し
て
い
る
「
西
出
水
小

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
」
が
恒
例
の

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

 
３
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
開
演

　
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

 

西
出
水
小
学
校
体
育
館

 

無
料

演
奏
曲
目　

錨い
か
りを
あ
げ
て
、
ス
パ

　

ニ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
、
ヤ
ン
グ
マ

　

ン
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
ほ
か

 

西
出
水
小
学
校
（
☎
�
２
１

　

 

５
５
）

ひ
な
飾
り
が
お
待
ち
し
て

い
ま
す

戦
争
の
記
憶
を
未
来
に

伝
え
る
集
い

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
開
催

　

市
観
光
協
会
に
よ
る
、
第
53
回

「
ツ
ル
を
送
る
夕
べ
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
中
高
生
向
け
の
部

を
設
け
、
幅
広
い
年
代
の
方
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

 

３
月
18
日
（
土
）

内
容

第
一
部　

ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、

　

吹
奏
楽
等
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

　

ト
、
ツ
ル
の
鳴
き
声
コ
ン
テ
ス

　

ト
等

　

午
後
３
時
30
分
～
同
５
時
30
分

第
二
部　
歌
謡
大
会

　

午
後
６
時
30
分
～
同
９
時
30
分

 

出
水
公
会
堂

 

３
０
０
円
（
第
二
部
の
み
）

 

出
水
市
観
光
協
会

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

「
ツ
ル
を
送
る
夕
べ
」

市
指
定
の
燃
や
せ
る
ご
み

袋
（
大
）
の
価
格
を
改
定

　

市
指
定
の
燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）
を
、
４
月
１
日
か
ら
次

の
と
お
り
値
上
げ
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
販
売
価
格
を
抑

え
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
世
界
的
な
原
油
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
原
料
が
値
上
が
り

し
た
た
め
現
在
の
価
格
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し

た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
負
担
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

燃
や
せ
る
ご
み
袋
（
大
）

４
月
以
降
の
料
金

 

３
３
０
円
（
税
込
）

※
３
月
末
ま
で
は
、
３
１
０
円

　

で
す
。

※
燃
や
せ
る
ご
み
袋
（
小
）、　

　

燃
や
せ
な
い
ご
み
袋
（
大
）

　
（
小
）
の
価
格
に
変
更
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

 

市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
２
１
１
１
（
内
線
１

　

４
１
３
））

昨年のステージイベントの様子
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科

　

作
業
療
法
士　

野
田
辰
彦

　

理
学
療
法
士
・
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

　

テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士　

上
村
亘

　

理
学
療
法
士　

倉
津
晋
平

　

現
在
、
心
疾
患
は
日
本
人
の
死

亡
原
因
の
第
２
位
で
、
２
０
１
３

年
の
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
年
間
19
万
人
の
方
が
心
疾

患
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

以
前
は
、
心
疾
患
に
な
っ
た
ら

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

な
る
べ
く
安
静
に
し
て
い
る
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第

に
筋
力
が
衰
え
、
運
動
機
能
が
低

下
し
、
寝
た
き
り
や
う
つ
病
を
発

症
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
職
場
復

帰
が
遅
れ
る
だ
け
で
な
く
、
他
人

の
介
助
な
し
に
日
常
生
活
を
送
る

事
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
歴
史
は
60
年
近
く
な
り

ま
す
が
、
よ
り
専
門
的
な
知
識

が
必
要
な
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
指
導
士
の
資
格
制
度
は

２
０
０
０
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も

は
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
対
し

て
不
安
を
持
た
れ
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、
医
師
と
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
行
い
、
血
液
検
査
や
心

機
能
検
査
な
ど
の
結
果
や
運
動
時

の
心
電
図
変
化
な
ど
も
確
認
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

自
宅
に
戻
る
患
者
さ
ん
が
安
心
し

て
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

動
作
の
指
導
や
環
境
の
調
整
な
ど

を
行
う
た
め
に
、
本
年
度
か
ら
作

業
療
法
士
も
加
わ
り
ま
し
た
。
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師
や
看
護

師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
心
疾

患
の
患
者
さ
ん
が
、
安
心
し
て
社

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導

士
が
１
人
い
ま
す
。

　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
作
が
楽

に
な
り
自
覚
症
状
が
軽
く
な
っ
た

り
、
不
安
や
う
つ
状
態
が
改
善
さ

れ
る
な
ど
、
心
身
両
面
に
さ
ま
ざ

ま
な
良
い
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

心
疾
患
の
再
発
予
防
に
効
果
が
あ

り
、
死
亡
率
が
減
少
す
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
年
前

か
ら
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

疾
患
は
心
不
全
や
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
の
方
々
で
す
。

　

心
不
全
や
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞

に
な
っ
た
ば
か
り
の
患
者
さ
ん

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

２０１７年度指定管理者主催事業
文部科学省選定映画

「はなちゃんのみそ汁」上映会
～あなたは子どもに何をのこせますか？～

がんでこの世を去った千恵、33 歳。５歳の娘と夫、
愛する人に伝えたい、いのちのメッセージ。

広報いずみ3月号原稿
部長 課長 係長

　

２０１７年度指定管理者主催事業
文部科学省選定映画　「はなちゃんのみそ汁」上映会

～あなたは子どもに何をのこせますか？～

係

決裁

がんでこの世を去った千恵、３３歳。５歳の娘と夫、愛する人へ伝えたい、いのちのメッセージ。

【日 時】

４月 日 土
【会 場】

市音楽ホール
【入場料】

大 人： 円 当日券： 円

高校生以下 円 当日券： 円

【上映時間（ 分）】全席自由 
○午前 時開演（午前９時 分開場）

○午後１時 分開演 （午後１時開場）

○午後４時 分開演 （午後４時開場）

【主 催】 音楽ホール指定管理者 株式会社トシヒロ 【後 援】出水市教育委員会

広末涼子、滝藤賢一、赤松えみな（子役）、一青窈、豪華キャストが出演

【前売券販売所】

市中央公民館で発売中です!! 
問い合わせ先

市中央公民館（☎６３－２１０６）

　一般財団法人小原流水俣支部による、創
立 60 周年記念いけばな小原流展「海辺の
讃歌」が開催されます。

 ３月 25 日（土）　午前 10 時～午後６時
　 同 26 日（日）　午前 10 時～午後４時

 もやい館（水俣市牧ノ内 ３番１号）
 無料
 小原流いけばな出水事務局（茂原）

　（☎ 090 － 7386 ー 5557）

会
復
帰
や
職
場
復
帰
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
１
６
１
１
）
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出
水
商
工
会
議
所
で
は
、
米
之

津
川
の
架
空
線
を
利
用
し
、
ま
ち

お
こ
し
と
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

を
願
い
、
こ
い
の
ぼ
り
を
泳
が
せ

ま
す
。

　

ご
家
庭
の
使
用
し
て
い
な
い
こ

い
の
ぼ
り
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

こ
い
の
ぼ
り
遊
泳
期
間

 

４
月
上
旬
～
５
月
下
旬

 

米
之
津
川
上
空
（
青
木
公
園

　

～
市
野
球
場
）

こ
い
の
ぼ
り
募
集

募
集
期
限　
３
月
31
日
（
金
）

引
き
受
け
場
所

　

出
水
商
工
会
議
所

※
こ
い
の
ぼ
り
は
返
却
さ
れ
ま
せ

　

ん
。

 

出
水
商
工
会
議
所

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

　

市
で
は
、
現
在
約
３
１
０
０
人

の
方
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
方
々
を
対
象
に
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
」
を
開
催
し

ま
す
。

 

４
月
22
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

　
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

 

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

定
員　
１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　

す
。

対
象
者　
本
市
在
住
の
認
知
症
サ

　

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
修
了
し

　

て
い
る
方

申
込
期
限　
４
月
14
日
（
金
）

内
容

○
本
市
の
認
知
症
に
関
す
る
取
組

○
講
話「
認
知
症
高
齢
者
の
理
解
・

　

ケ
ア
」

　

講
師　

池
上
翔
氏
（
認
知
症
介

　

護
指
導
者
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

セ
ン
タ
ー
出
水
の
里 

さ
つ
き

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者
元

気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
�
２
４
７
７
）

～
あ
な
た
の
経
験
と
思
い
を
青
年

の
家
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

市
青
年
の
家
で
は
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

青
年
の
家
の
野
外
活
動
や
工
作
活

動
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
市
内
に
居
住
す
る
18
歳

　

以
上
の
方

活
動
場
所

　

青
年
の
家
お

　

よ
び
そ
の
周

　

辺
活
動
内
容

　

青
年
の
家
の

　

イ
ベ
ン
ト
で

　

の
活
動
補
助

　

な
ど

・
　

市
青
年

　

の
家
（
☎
�

　

２
１
３
５
）

こ
い
の
ぼ
り
を
ご
提
供
く

だ
さ
い

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

　

市
で
は
、４
月
か
ら
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
し

い
総
合
事
業
）
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
新
し
い
総
合
事
業
と
は
、
65

歳
以
上
の
全
て
の
人
を
対
象
と
し

た
、
市
が
行
う
介
護
予
防
事
業
で

す
。

※
介
護
給
付
（
要
介
護
１
～
５
）、

　

主
な
予
防
給
付
（
要
支
援
１
・

　

２
）
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
介
護
保
険
制
度
の
予
防
給

付
・
予
防
事
業
と
の
変
更
点

○
要
支
援
１
・
２
の
ほ
か
に
総
合

　

事
業
対
象
者
の
区
分
を
追
加

○
総
合
事
業
対
象
者
も
訪
問
介
護

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）、

　

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

を
利
用
可
能

※
現
在
、
要
支
援
者
の
方
で
サ
ー

　

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
、
４

　

月
以
降
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が

　

利
用
で
き
ま
す
。

○
要
支
援
認
定
の
更
新
時
ま
た
は

　

総
合
事
業
対
象
者
に
な
っ
た
場

　

合
、
利
用
料
金
の
計
算
方
法
が

　

１
月
当
た
り
か
ら
１
回
当
た
り

　

に
変
更

※
更
新
前
と
利
用
し
て
い
る
サ
ー

　

ビ
ス
が
同
じ
な
ら
、
自
己
負
担

　

は
増
え
ま
せ
ん
。

○
全
て
の
高
齢
者
が
参
加
で
き
る

　

一
般
介
護
予
防
事
業
「
出
水
こ

　

け
ん
塾
（
地
域
の
方
が
自
分
た

　

ち
で
運
営
す
る
介
護
予
防
体
操

　

教
室
）」
を
立
ち
上
げ

※
現
在
行
っ
て
い
る
高
齢
者
元
気

　

度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
と

　

び
出
せ
広
が
れ
笑
顔
塾
な
ど
も

　

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

新
し
い
総
合
事
業
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
新
し
い
総
合
事
業
に
変
更
し
た

　
目
的
は
？

Ａ　

２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世
帯
、
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。介
護
が
必
要
な
状
態
で
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
、
地
域
で
支
え
合

う
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
要

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
目
的
で
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

Ｑ
新
し
い
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

　
を
利
用
す
る
に
は
？

Ａ　

初
め
て
利
用
す
る
方
は
、
要

　

介
護
認
定
申
請
の
手
続
き
が
必

　

要
で
す
。

 

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
介
護

　

保
険
係
（
☎
�
４
０
４
９
）

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
４
７
７
）

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
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寒
緋
桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん

せ
実
行
委
員
会
で
は
、
熊
陳

馬
場
通
り
の
寒
緋
桜
の
作
品

（
寒
緋
桜
を
題
材
に
し
た
写

真
や
短
歌
な
ど
の
作
品
）
を

募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品

は
、後
日
全
て
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
各
部

門
３
位
ま
で
表
彰
し
ま
す
。

募
集
期
限　
３
月
27
日（
月
）

募
集
作
品　

写
真
、
絵
画
、

　

短
歌
、
俳
句

※
応
募
は
、
１
人
に
つ
き
各

　

部
門
１
点
ま
で
で
す
。

※
写
真
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
限

　

り
ま
す

作
品
展
示

 
４
月
11
日
～
５
月
18
日

　

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後

　

 
６
時

※
休
館
日
を
除
く

 

野
田
図
書
館
多
目
的
ホ

　

ー
ル

 

無
料

 

寒
緋
桜
を
見
に
お
じ
ゃ

　

ん
せ
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
社
協
野
田
支
所
内
）

　
（
☎
�
２
０
６
６
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
３
９
９
）

青年国際交流事業　参加者募集
　内閣府では、来年度実施予定の青年国際交流事業の参加
者を募集します。派遣先等は事業内容により異なります。
①国際青年育成交流事業②日本・中国青年親善交流事業③
日本・韓国青年親善交流事業④「東南アジア青年の船」事
業⑤次世代グローバルリーダー事業⑥地域コアリーダープ
ログラム
対象者　①～⑤は 18 ～ 30 歳、⑥は 23 ～ 40 歳
募集要項・応募様式　内閣府のホームページに掲載します。
募集期限　３月 24 日必着
問い合わせ先　鹿児島県県民生活局青少年男女共同参画課
　　　　　　　（☎ 099 － 286 － 2557）

平
ひらやま

山　健
けんいち

一さん（67）
出水市の好きなところは？
　史跡があふれ、人情味に富
んだつながりのある温かな
町。
出水市に望むことは？
　歴史豊かな出水市。一度来
た人が、また行きたいと思う
施設やイベント環境を！
　シニア層も青年の気概で
もっと参画できるような催し
等できればと思う。

笠
か さ ぎ

置 眞
ま き こ

樹子さん（67）
出水市の好きなところは？
　出水平野の豊かな自然との
どかな八代海に囲まれたこの
地に住んでとても幸せです。
出水市に望むことは？
　豊かな作物（山の物・海の
物たくさんで素晴らしい）い
っぱいの出水をもっと良くし
て、若者が多く住む子育てし
やすい、活気ある出水になる
ことを願っています。

寒
緋
桜
の
作
品
を

募
集
し
ま
す

対象者 原則として市内に居住する 65 歳以上の方
名　称 出水人生大学 高尾野鶴亀大学 野田高齢者大学

開講日 ５月～３月の第３水曜日 ５月～３月の第３木曜日
クラブにより月２回開講

５月～３月の第３金曜日
※趣味クラブは別日程

クラブにより月２回開講

開講場所 出水老人福祉センターほか 高尾野農村環境改善センターほか 野田農村環境改善センターほか
開講式 ５月 17 日（水） ５月 18 日（木） ５月 19 日（金）

開講時間

学習内容

①朝の会：午前９時 30 分
～同 10 時 20 分

②全体学習会：午前 10 時 30 分
～同 11 時 50 分

③趣味クラブ：午後１時～同３時

　書道、舞踊、大正琴、手芸、園芸、
　短歌、カラオケ、水墨画、陶芸、
　三味線

①朝の会：午前９時～同９時 10 分
②全体学習会：午前９時 10 分

～同 10 時 20 分
③趣味クラブ：午前 10 時 30 分

～同 11 時 50 分

　書道、絵手紙、民踊舞踊、生花、
　レクダンス、グラウンドゴルフ

①全体学習会：午前９時
～同 11 時 40 分

（野田の郷タイム、レクソング含む）
②趣味クラブ：午前９時～同 11 時

　書道、レクダンス、大正琴、手芸、園芸、
　料理、俳句、カラオケ

内　容 全体学習会と趣味クラブの２部構成です。全体学習会では、歴史や健康講話などの教養講座、音楽鑑
賞会など充実した学びを提供しています。全体学習会だけの参加も可能です。

　募集期限　３月 31 日（金）※募集期限を過ぎた場合でも申し込みできますので、ご連絡ください。
　 ・ 　本庁生涯学習課生涯学習係（☎ 63 － 2200）

　もっと学びたい！もっと知りたい！そんなあなたにぴったり。高齢者大学で生きがいづくり、仲間づくりを！

2017（平成 29）年度　高齢者大学の学生を募集します

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程

度
）
の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
３
月
31
日
（
金
）

か
ら
開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.

htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い｡

 

人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎

　

０
３

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１

　
（
内
線
２
３
３
２
））

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

　

－

６
１
７
１
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験
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赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
利
用

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
は
、
各
施

　

設
ご
と
に
設
置
状
況
や
利
用
条

　

件
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ

　

ぞ
れ
の
施
設
の
利
用
条
件
を
守

　

っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
施
設
（
民
間
施
設
）

授
乳
お
よ
び
お
む
つ
替
え

○
タ
イ
ヨ
ー
サ
ン
キ
ュ
ー
出
水
店

　
（
黄
金
町
）

○
天
然
温
泉
鶴
の
里
（
荘
）

○
ニ
ト
リ
出
水
店
（
今
釜
町
）

お
む
つ
替
え
の
み

○
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ニ
シ
ム
タ

　

出
水
店
（
六
月
田
町
）

○
天
然
温
泉
ぬ
く
も
り
の
湯
（
明

　

神
町
）

登
録
施
設
（
公
共
施
設
）

授
乳
お
よ
び
お
む
つ
替
え

○
市
役
所
本
庁
（
緑
町
）

○
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緑
町
）

○
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
本
町
）

○
市
立
中
央
図
書
館
（
本
町
）

○
た
か
お
の
交
流
館

　
（
高
尾
野
町
大
久
保
）

○
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
文
化
町
）

お
む
つ
替
え
の
み

○
市
立
野
田
図
書
館

　
（
野
田
町
上
名
）

 

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援

　

係
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校

へ
の
お
子
さ
ん
の
就
学
で
、
経
済

的
に
お
困
り
の
保
護
者
に
対
し
、

学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
等
の
一

部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
学
校
ご
と

に
申
請
が
必
要
で
す
。
学
校
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
文
書
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
申
請
書
を
学
校
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

援
助
の
対
象
者

○
生
活
状
態
が
生
活
保
護
に
準
ず

　

る
程
度
で
、
学
用
品
費
や
学
校

　

給
食
費
等
に
不
自
由
し
て
い
る

　

方
○
疾
病
や
離
職
等
に
よ
り
生
活
状

　

態
が
不
安
定
と
な
り
、
学
用
品

　

費
や
学
校
給
食
費
等
に
不
自
由

　

し
て
い
る
方

援
助
の
認
定

　

教
育
委
員
会
で
、
生
計
を
共
に

　

す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
の

　

状
況
等
を
踏
ま
え
て
認
定
し
ま

　

す
。

 

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
乳
幼
児
を
連
れ
て
の

外
出
中
、
授
乳
や
お
む
つ
替
え
な

ど
で
利
用
で
き
る
民
間
施
設
等
を

増
や
そ
う
と
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

民
間
事
業
者
等
の
ご
協
力
に
よ

り
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
登
録
施

設
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
登
録
施

設
に
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
や
の
ぼ
り

旗
を
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　

施
設
（
店
舗
等
）
に
よ
っ
て
、

授
乳
の
場
所
提
供
、
お
む
つ
替
え

の
場
所
提
供
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
は
異
な
り
ま
す
。

※
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
は
、
授
乳
の
場

　

や
お
む
つ
替
え
の
場
な
ど
を
提

　

供
し
て
く
だ
さ
る
施
設
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
施
設
）

が
ス
タ
ー
ト

　

市
で
は
、
こ
の
春
小
・
中
学
校

に
入
学
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
予

定
の
子
供
の
門
出
を
祝
い
、
地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、「
教

育
商
品
券
（
１
万
円
分
）」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
商
品
券
は
、
地
元
商
店
で

の
学
用
品
等
の
購
入
に
利
用
で
き

ま
す
。

有
効
期
限　
６
月
30
日
（
金
）

※
期
限
後
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

期
限
ま
で
に
ご
利
用
を

教
育
商
品
券

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

 

所
定
の
願
書
（
本
庁
教
育
総

　

務
課
お
よ
び
市
民
相
談
室
で
配

　

付
し
ま
す
。）
に
推
薦
調
書
な

　

ど
を
添
え
て
、
教
育
総
務
課
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
４
月
３
日
（
月
）
～

　

５
月
１
日
（
月
）

応
募
資
格

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
ま

　

た
は
大
学
な
ど
（
短
期
大
学
、

　

大
学
院
、
修
業
年
限
２
年
以
上

　

の
教
育
施
設
（
養
成
所
、
専
門

　

学
校
な
ど
も
含
む
）
に
在
学
す

　

る
者

○
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

　

健
康
で
あ
る
者

○
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
引

　

き
続
き
在
住
し
て
い
る
者

○
学
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

　

ら
れ
る
者

奨
学
生
の
種
類
と
月
額

一
般
貸
与
奨
学
生
（
本
市
の
奨
学

金
の
み
を
受
け
る
者
）

・
高
等
学
校
生　

１
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校
生　

２
万
円
以

　

内
・
大
学
生
な
ど　

４
万
円
以
内

特
別
貸
与
奨
学
生
（
本
市
以
外
の

奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
者
）

・
高
等
専
門
学
校
生　

１
万
円
以

　

内
・
大
学
生
な
ど　

１
万
８
千
円
以

　

内
奨
学
生
の
決
定

　

選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決

　

定
し
、
６
月
下
旬
に
保
護
者
に

　

通
知
し
ま
す
。

 

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

来
年
度
の
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

／
こ
の
マ
ー
ク
が
目
印
＼
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臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
消
費
税

率
10
㌫
へ
の
引
き
上
げ
時
期
が
延

期
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
新

た
に
、
２
０
１
７
年
４
月
か
ら

２
０
１
９
年
９
月
ま
で
の
２
年
半

分
を
一
括
し
て
国
の
経
済
対
策
の

一
環
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

対
象
者
（
支
給
要
件
）

　

２
０
１
６
年
１
月
１
日
（
基
準

日
）
に
本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
２
０
１
６
年
度
分
の

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課

　

税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活

　

保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
は

　

支
給
対
象
外
で
す
。

支
給
額

　

１
万
５
千
円
（
対
象
者
一
人
当

　

た
り
）

※
１
回
限
り
の
支
給
で
す
。

申
請
方
法

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
対
し
て
、
３
月
上
旬

ま
で
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請

書
」
等
を
送
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
た
ら
内
容
を
確

認
し
て
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
間　
３
月
６
日
（
月
）
～

　

７
月
31
日
（
月
）

※
次
の
と
お
り
、
出
張
会
場
を
設

　

け
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の

お
知
ら
せ

井
い で う え

手上　誠
まこと

さん（42）
出水市の好きなところは？
　地域のつながりを実感でき
る。声の掛け合いや助け合いな
ど温かみを実感できるところ。
出水市に望むことは？
　住んでて良かったと思え
るような、市民が共感できて
将来的な目標を持った取り
組みを企画してほしい！
ひと言　つるのしんをもっ
とアピールしてください。

山
やまもと

本 絵
え り か

里香さん（30）
出水市の好きなところは？
　特産品が多く食べ物がお
いしいところ。
　人が温かいところ。

出水市に望むことは？
　子供からお年寄りの方ま
で楽しめるような、いろんな
イベントを企画してほしい。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
本
庁
福
祉
課
で
の
申
請
受
け
付

　

け
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

　

の
で
、
郵
送
で
の
申
請
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

　

申
請
書
、
印
鑑
、
身
分
証
明
書
、

　

振
込
先
口
座
の
通
帳
（
本
年
度

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
取
口
座

　

を
変
更
す
る
場
合
の
み
）

※
臨
時
福
祉
給
付
金
を
か
た
る　

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

　

情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

・

 

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政

　

策
係
（
☎
�
４
０
８
５
）

月　日 午前 午後
時間 場所 時間 場所

３月 16 日（木）午前 10 時～
　同 11 時

大川内農業者
トレーニングセンター

午後２時～
　同３時 30 分

市中央公民館
小ホール

３月 17 日（金）午前 10 時～
　同 11 時 30 分

米ノ津農村環境
改善センター

午後２時～
　同３時 30 分 米ノ津公会堂

３月 21 日（火）午前 10 時～
　同 11 時 30 分 出水公会堂 午後２時～

　同３時 30 分
社会福祉会館

（平和町）

３月 22 日（水）午前 10 時～
　同 11 時 30 分

高尾野支所１階
大会議室

午後２時～同３時 江内体育館
午後３時 30 分～
　同４時 30 分

荘中学校
クラブハウス

３月 23 日（木）午前 10 時～
　同 11 時 30 分

野田支所１階
会議室

労
働
災
害
防
止

　

最
近
、
小
売
業
や
社
会

福
祉
施
設
、
飲
食
店
な
ど

で
、
無
理
な
動
き
に
よ
る

け
が
や
転
倒
、
墜
落
な
ど

の
労
働
災
害
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
労
働
災

害
を
減
ら
す
た
め
に
、「
働

く
人
に
安
全
で
安
心
な
店

舗
・
施
設
づ
く
り
推
進
運

動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
労
働
安
全
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
活
用
や
会
社
全

体
で
研
修
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
労
働
災
害
の
減
少

労
働
局
か
ら
お
知
ら
せ

に
つ
な
が
り
ま
す
。
詳
し
く
は
労

働
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
労
働
局
健
康
安
全
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
３

－

８
２
７
９
）

県
の
最
低
賃
金
が
改
定

　

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
、
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
一
部
を
除
き
臨

時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者

は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
労
働

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室
（
☎

　

０
９
９

－

２
２
３

－

８
２
７
８
）

区分 産業名 時間額
（円）

地域別最低賃金 鹿児島県全体 715

特定最低賃金
（産業別最低賃金）

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具情報
通信機械器具製造業（医
療用計測器製造業を除
き、心電計製造業は含む）

745

自動車（新車）小売業 780
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滞
納
税
は
、
一
括
納
付
が
原
則

で
す
が
、
生
活
状
況
の
聞
き
取
り

な
ど
を
行
っ
た
上
で
、
分
割
納
付

に
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
を
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は
納

付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

３
月
は
催
告
書
を
送
付
す
る
月

で
す
。
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

本
庁
税
務
課
収
納
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
２
８
）

確
定
申
告
の
納
付
期
限

○
所
得
税
等
（
※
１
）

　

３
月
15
日
（
水
）

○
消
費
税
等
（
※
２
）

　

３
月
31
日
（
金
）

確
定
申
告
の
振
替
納
税
の
振
替
日

○
所
得
税
等
（
※
１
）

　

４
月
20
日
（
木
）

○
消
費
税
等
（
※
２
）

　

４
月
25
日
（
火
）

※
１　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

　

所
得
税

※
２　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

　

税
（
個
人
事
業
者
）

　

昨
年
ま
で
、
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

金
融
機
関
か
ら
領
収
証
書
を
送
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
か
ら
は

　

請
求
す
る
場
合
は
、
法
人
番
号

ま
た
は
個
人
番
号
の
記
載
や
本
人

確
認
書
類
（
免
許
証
等
）
が
必
要

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
個
人
の
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー

　

ド
等
の
番
号
確
認
書
類
も
必
要

　

で
す
。

※
代
理
人
が
請
求
す
る
場
合
は
、

　

委
任
状
、
本
人
確
認
書
類
お
よ

　

び
請
求
者
の
番
号
確
認
書
類
の

　

写
し
が
必
要
で
す｡

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
納
税
証

明
書
を
請
求
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
e

－T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(w
w

w
.e-tax.nta.go.jp)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

納
税
証
明
書
の
請
求
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０

　

０
）
※
自
動
音
声
案
内

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０

　

０
）
※
自
動
音
声
案
内

確
定
申
告
の
申
告
相
談

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
申
告
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

所
得
税
の
納
税
義
務
が
生
じ
る

事
業
所
得
者
（
営
業･

農
業･

不

動
産
）、
土
地
等
譲
渡
所
得
者
は
、

出
水
税
務
署
で
直
接
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

出
水
税
務
署
で
の
確
定
申
告
相

談
期
限
は
、
３
月
15
日
（
水
）
で

す
。（
土
曜･

日
曜
日
を
除
く
。）

・

 

○
野
田
支
所
別
館
２
階
大
会
議
室 

　

３
月
２
日
（
木
）、同
３
日
（
金
） 

　

午
前
９
時
～
同
11
時
、

　

午
後
１
時
～
同
４
時

○
高
尾
野
支
所 
大
会
議
室

　

３
月
６
日（
月
）～
同
８
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時
、

　

午
後
１
時
～
同
４
時

○
本
庁
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

３
月
９
日（
木
）～
同
14
日（
火
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時
、

　

午
後
１
時
～
同
４
時

※
土
曜･

日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

※
本
庁
会
場
で
申
告
を
さ
れ
る
際

税
金
滞
納
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
本
税
、

督
促
手
数
料
に
加
え
延
滞
金
も
発

生
し
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
処
分
の

対
象
に
な
る
と
経
済
的
不
利
益

（
※
１
）
が
生
じ
る
う
え
に
社
会

的
な
信
用
も
失
い
ま
す
。
納
税
者

と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
（
※
２
）。

※
１　

給
与
や
預
金
の
差
押
等

※
２　

市
営
住
宅
入
居
の
制
限
や

　

各
補
助
金
申
請
等
で
の
制
限
、

　

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

　

の
短
縮
な
ど

納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
に
督
促

状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
10

日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し

な
か
っ
た
場
合
、「
市
は
滞
納
者

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
地
方
税
法
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
の

相
談
を

　

災
害
や
病
気
、
失
業
や
事
業
の

廃
止
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
で

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
期
限
内
納

付
と
振
替
期
日

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
６
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

リ
サ
イ
ク
ル　

ご
み
の
い
の
ち
は　

よ
み
が
え
る

米
ノ
津
東
小
学
校 

三
年　

宇
藤　

く
ら
ら

地
球
に
優
し
い　

３
つ
の
活
動　

節
電
・
節
水
・
リ
サ
イ
ク
ル

出
水
中
学
校 

一
年　

日
髙　

百
香

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
！

　

は
、
旧
庁
舎
解
体
工
事
等
で
駐

　

車
場
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

立
体
駐
車
場
、
准
看
護
学
校
跡

　

地
な
ど
の
臨
時
駐
車
場
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

　

料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
料
の
納
付
確
認
書
が
必
要
な

　

場
合
は
、
市
役
所
窓
口(

本
庁

　

税
務
課
、
各
支
所
総
合
市
民
課

　

総
務･

税
グ
ル
ー
プ
）
で
交
付

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

税
務
署
で
納
税
証
明
書
を

請
求
さ
れ
る
方
へ

　

２
月
、
３
月
は
、
確
定
申
告
な

ど
の
た
め
税
務
署
の
窓
口
が
大
変

混
雑
し
、
納
税
証
明
書
の
発
行
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
な
る
べ
く
こ
の
時
期
を
避
け

て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
上
場
地
区
で
複
数
年

に
わ
た
り
道
路
改
良
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
同
地
区
は
、
畜
産
農

家
が
多
く
大
型
車
両
の
通
行
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、
上
場
コ
ス
モ
ス

園
へ
の
来
場
者
の
通
行
も
あ
り
、

現
在
の
幅
員
で
は
離
合
が
困
難
で

あ
る
た
め
で
す
。

道
路
工
事
の
情
報

　

現
在
、
上
場
南
線
お
よ
び
上
場

中
線
の
幅
員
を
広
げ
る
改
良
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
完
了
区
間
概
要

（
昨
年
度
か
ら
２
年
間
の
工
事
）

　

施
工
延
長　

８
０
０
㍍

　

幅
員　

６
㍍

　

改
良
前
幅
員　

３
㍍

 

道
路
河
川
課
建
設
第
二
係

　
（
☎
�
４
１
２
６
）

く
の
河
川
に
見
ら
れ
ま
す
。
数
値

が
高
い
か
ら
汚
染
さ
れ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

１
０
０
ミ
リ
㍑
当
た
り
１
万
Ｍ
Ｐ

Ｎ
以
上
に
な
る
と
や
や
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
川
汚
濁
の
原
因
は
、
日
常
生

活
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
、

畜
産
排
水
、
工
業
排
水
な
ど
が
主

な
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
河

川
の
水
は
農
作
物
の
栽
培
な
ど
に

も
使
用
さ
れ
、
人
が
生
活
し
て
い

く
う
え
で
大
切
な
資
源
で
す
。

　

河
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

用
語
解
説

ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　

７
付
近
が
中
性
で
、
７
よ
り
低

　

け
れ
ば
酸
性
、
７
よ
り
高
け
れ

　

ば
ア
ル
カ
リ
性
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）

　

河
川
な
ど
の
汚
れ
の
程
度
を
示

　

市
で
は
、
河
川
水
質
調
査
を
、

市
内
の
46
地
点
で
実
施
し
ま
し

た
。
主
な
河
川
の
調
査
結
果
は
、

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

大
腸
菌
群
数
が
高
い
数
値
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
大
腸
菌
は
自

然
に
存
在
す
る
も
の
も
あ
る
た

め
、
基
準
値
超
過
は
全
国
的
に
多

市
内
河
川
の
水
質
調
査
結

果

河川水質調査の調査結果　　　（※ MPN/100ml）

河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ（mg/l） ＳＳ（mg/l） 大腸菌群数（※） 採水日

米ノ津川　広瀬橋 8.0 0.5未満　 　　1.0 2,100

2016年
11月15日、
　同17日

米ノ津川　六月田橋 7.4 0.5未満　 　　2.0 7,900

浦 田 川 7.1 3.8　　　 　　8.0 43,000

平 良 川　松原橋 7.8 0.5未満　 　　1.0 7,900

高 柳 川　松尾橋 7.8 0.5未満　 　　3.0 7,900

高尾野川　工業団地下 8.0 0.5未満　 　　1.0未満 4,900

江 内 川　旧島津樋門 8.5 1.4　　　 　10.0 13,000

野 田 川　下高尾野橋 7.8 0.5未満　 　　3.0 13,000

岩 下 川　旭 7.9 0.5　　　 　　9.0 7,900

環境基準値（米ノ津川、高尾野川（桜橋下流）、折口川）

ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数
6.5～8.5 ２以下 25以下 1,000以下

　

す
数
値
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど

　

良
い
。

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
量
）

　

数
値
が
低
い
ほ
ど
濁
り
が
少
な

　

く
、
透
明
度
が
高
い
。

大
腸
菌
群
数

　

一
定
条
件
に
当
て
は
ま
る
細
菌

　

群
の
量
を
数
値
化
し
た
も
の
で
、

　

衛
生
上
の
指
標

 

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境

　

係
（
☎
�
４
０
４
２
）

2018、2019年度改良予定 

上場小 

上場コスモス園 

改良前改良後

みんなの川
　みんなできれいに！
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土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
に
は
、

自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
請

求
で
き
る
「
か
ん
た
ん
証
明
書
請

求
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

請
求
さ
れ
た
証
明
書
は
、
郵
送

の
ほ
か
、
最
寄
り
の
登
記
所
や
法

務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

受
け
取
り
が
可
能
で
す
。

窓
口
請
求
よ
り
安
い
！

　

法
務
局
等
の
窓
口
で
登
記
事
項

証
明
書
を
請
求
す
る
場
合
の
手
数

料
は
６
０
０
円
で
す
が
、
か
ん
た

ん
証
明
請
求
を
利
用
す
る
と
、
郵

送
が
５
０
０
円
、
窓
口
の
場
合
は

４
８
０
円
に
な
り
ま
す
。
手
数
料

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
電

子
納
付
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
い
ず
れ

か
で
納
付
で
き
ま
す
（
金
融
機
関

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

詳
し
く
は
、「
登
記
・
供
託
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.touki-
kyoutaku-online.m

oj.go.jp/

）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
５
９

－

０
６

　

６
７
）

登
記
事
項
証
明
書
等
の

請
求

軽
自
動
車
の
届
け
出

　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
ほ
か
）
な
ど
の
手
続
き

は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
総

合
市
民
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

軽
自
動
車
（
６
６
０
cc
以
下
）、

二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
０
cc

超
）、
軽
自
二
輪
車
（
１
２
５
cc

超
～
２
５
０
cc
以
下
）
な
ど
は
、

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
に
届
け

軽
自
動
車
税
は
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す

て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
等
の
免
除
申
請

　

身
体
障
害
者
等
を
対
象
と
し
た

軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請
は
、
一

度
申
請
す
る
と
翌
年
度
以
降
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
障

害
等
級
の
変
更
、
住
所
変
更
な
ど

が
あ
れ
ば
届
け
出
が
必
要
）

　

新
た
な
免
除
申
請
は
、
本
庁
お

よ
び
各
支
所
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
の
受
付
期
限

は
５
月
１
日
（
月
）
ま
で
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
免
除
申
請
に
は
、障
害
者
手
帳
、

　

車
検
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑

　

が
必
要
で
す
。

区分
小型特殊自動車

農耕作業用 その他

全長

制限なし

４．７ｍ以下

全幅 １．７ｍ以下

全高 ２．８ｍ以下

最高速度 時速 35 ｋｍ未満 時速 15㌔以下

構造

農耕トラクター、
農 業 用 薬 剤 散 布
車、コンバイン、
田植機、
国土交通大臣の指
定する農耕作業用
自動車等で乗用装
置を有するもの

ショベル・ローダ、ホイール・ロー
ダ、タイヤ・ローラ、ロード・ロー
ラ、ロード・スタビライザ、スク
レーパ、グレーダ、アスファルト・
フィニッシャ、タイヤ・ドーザ、
モータ・スイーパ、ダンパ、ホイー
ル・ハンマ、ホイールブレーカ、
フォーク・リフト、フォーク・ロー
ダ、ホイール・クレーン、ストラ
ドル・キャリア等

税額 2,400 円 5,900 円

農
業
作
業
用
自
動
車
や
小

型
特
殊
自
動
車

　

農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の
農
業
作
業
用
自
動
車

や
、
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、
シ
ョ

ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
、
ホ
イ
ー
ル
・
ロ
ー

ダ
等
で
小
型
特
殊
自
動
車
（
そ
の

他
）
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
は
、
車
両

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
、

公
道
を
走
行
す
る
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
）
が
ト
レ
ー
ラ
ー
等
を
け
ん

引
す
る
場
合
、
け
ん
引
車
（
ト
ラ

ク
タ
ー
）お
よ
び
被
け
ん
引
車（
ト

レ
ー
ラ
ー
等
）
も
そ
れ
ぞ
れ
が
公

道
を
走
行
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
小
型
特
殊
自
動
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
で
あ
れ
ば
、
償
却
資

　

産
と
し
て
固
定
資
産
税
を
課
税

　

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
総
務

　

・
税
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
総
務
・

　

税
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
人

気
の
観
光
列
車「
お
れ
ん
じ
食
堂
」

に
、
区
間
運
賃
の
み
で
乗
車
で
き

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
３
月
末
ま
で

実
施
中
で
す
（
食
事
等
は
付
き
ま

せ
ん
）。

　

こ
の
機
会
に
、
各
駅
の
名
物
弁

当
や
好
き
な
飲
み
物
を
持
ち
込
ん

で
、「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
を
プ
チ

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く

は
肥
薩
お
れ
ん
じ
ま
で
。

 
 

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　
（
☎
�
６
８
６
０
）

観
光
列
車
「
お
れ
ん
じ

食
堂
」
プ
チ
体
験

　

県
で
は
、
鹿
児
島
空
港
の
国
際

定
期
路
線
（
ソ
ウ
ル
線
、上
海
線
、

台
北
線
、
香
港
線
）
を
利
用
す
る

６
人
以
上
の
団
体
や
ビ
ジ
ネ
ス
客

に
対
し
て
渡
航
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
４
路
線
の
乗
り

継
ぎ
利
用
に
対
し
て
は
、
助
成
額

を
増
額
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期
路
線

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
 

県
庁
交
通
政
策
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
４

　

５
７
）

鹿
児
島
か
ら

も
っ
と
海
外
へ
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乳
児
期
「
触
れ
合
い
」
の

す
す
め

　
乳
児
期
は
、
月
齢
を
追
う
ご
と

に
め
ざ
ま
し
く
成
長
し
て
、
で
き

る
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
遊

び
の
中
で
、
達
成
感
や
喜
び
を
感

じ
る
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
心
と

体
の
成
長
が
促
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
点
を
意
識
し
て
、
も
っ
と

触
れ
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
お
は
な
し
を
楽
し
も
う

　
「
お
っ
ぱ
い
お
い
し
い
ね
」「
お

む
つ
き
れ
い
に
し
よ
う
ね
」
な
ど

生
活
の
中
で
、
声
を
掛
け
な
が
ら

お
世
話
し
ま
し
ょ
う
。「
あ
ー
」

「
う
ー
」
と
赤
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た

ら
真
似
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
赤

ち
ゃ
ん
も
自
分
を
見
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
て
、
さ
ら
に
声
を
出
し

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
乳
児
期

か
ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
も
う

　

首
が
す
わ
っ
て
い
な
い
と
き

は
、
お
腹
を
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん

触
っ
て
み
た
り
、
手
や
足
な
ど

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
し
な
が
ら
、

「
気
持
ち
い
い
ね
」「
の
び
の
び

し
よ
う
か
」
な
ど
声
を
掛
け
て

み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
抱
っ

こ
し
て
ゆ
っ
く
り
ゆ
ら
ゆ
ら
揺

れ
て
み
る
の
も
良
い
で
す
。

　

首
が
す
わ
っ
て
き
た
ら
、
お

腹
の
上
に
の
せ
て
、
ラ
ッ
コ
の

真
似
を
し
た
り
、
足
に
座
ら
せ

て
、「
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ
ト
ン
電

車
だ
よ
」と
か「
ギ
ッ
タ
ン
バ
ッ

コ
ン
」
と
緩
や
か
な
動
き
に
合

わ
せ
て
遊
ん
で
み
る
の
も
お
勧

め
で
す
。

125

　

音
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
音
遊
び
も
お
勧
め
で

す
。お
も
ち
ゃ
や
鈴
の
音
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
ビ
ー
ズ
や
大

豆
な
ど
を
詰
め
て
作
っ
た
楽
器

な
ど
を
鳴
ら
す
音
遊
び
が
、
赤

ち
ゃ
ん
は
大
好
き
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
だ
け
を
楽
し
ま
せ
る
と

い
う
よ
り
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
・
お
父
さ

ん
が
楽
し
ん
で
い
る
顔
や
声
が

赤
ち
ゃ
ん
は
大
好
き
で
す
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
で
赤

ち
ゃ
ん
が
笑
っ
た
り
、
泣
き
止

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、「
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
」

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
激
し
い
動
き
な
ど
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

　

本
県
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第

１
位
は
、全
国
同
様
「
が
ん
」
で
、

そ
の
対
策
が
課
題
で
す
。県
で
は
、

「
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
を
策
定

し
て
、
が
ん
予
防
の
普
及
啓
発
、

早
期
発
見
体
制
の
充
実
、
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
の
整
備
な
ど
、

総
合
的
な
が
ん
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

  

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
副
作
用
の
少

な
い
陽
子
線
を
用
い
た
が
ん
治
療

を
行
っ
て
い
て
、
固
形
が
ん
で
あ

る
前
立
腺
、
肺
、
肝
臓
、
す
い

臓
等
の
が
ん
に
つ
い
て
、
既
に

１
９
０
０
件
を
超
え
る
治
療
実
績

が
あ
り
ま
す
。

  

県
で
は
、
県
民
が
陽
子
線
治
療

を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
受
け
た
患
者
や
そ
の
家
族
等

に
対
し
て
利
子
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

県
庁
地
域
医
療
整
備
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
６

　

９
３
）

陽
子
線
に
よ
る

が
ん
治
療

　

コ
ス
ト
を
あ
ま
り
か
け
な
い
経

営
戦
略
の
一
つ
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）」
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
の
仕
事
と
生
活
を
両
立

し
や
す
く
す
る
に
は
、
職
場
ぐ
る

み
で
業
務
の
見
直
し
や
ム
ダ
の
削

減
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。こ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

生
産
性
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
削
減

な
ど
経
営
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
の
定
着

率
の
向
上
や
個
々
の
従
業
員
の
仕

事
の
能
率
ア
ッ
プ
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
な
ど
も
期
待
で
き
ま

す
。

　

鹿
児
島
の
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に
、
地

元
の
企
業
と
し
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
登

録
で
き
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

県
庁
雇
用
労
政
課

　
（
０
９
９

－

２
８
６

－

３
０
１

　

４
）

子
育
て
応
援
企
業
を

募
集
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第 10 回読書活動日本一のまちづくり推進大会開催！ 
１月 21 日（土）、第 10 回読書活動日本一のまちづくり推進大会を音楽ホールで開催しました。 
今回は、読書活動日本一のまちづくりを始めて、10 年の節目であることと、来年度から新たに第三

次出水市読書活動推進計画が始まるということで、これまでの 10 年を振り返りつつ、次の５年につ

なげる大会を目指し、プログラムを決定しました。また、「読書大好きっ子」の表彰もあり、多くのご

家族に参加していただきました。 
✿司会：出水商業高校３年生大田 千里さん、栫 健介さん 
✿オープニング：出水市少年少女合唱団 
  曲目「出水市読書の歌～すてきな宝物～」「ＹＥＬＬ」「小さな花の歌」 
✿読書活動推進 10 年のあゆみ（スライド上映） 

✿表彰： 
【読書活動優秀実践団体表彰】 

継続した読書活動に対する表彰を行いました。 
優秀実践地域（帆木ノ上自治会） 
優秀実践親子読書会（高尾野小学校親子読書会） 
優秀実践保育園（社会福祉法人いずみ福祉会 鹿島保育園） 
優秀実践校（切通小学校、野田中学校、切通小学校附属幼稚園） 
優秀実践団体（大川内中学校文芸サークル「ハッピークローバー」、読書グループ「そらいろ

のたね」、読書ボランティアグループ「虹色のゆめ」、お話ボランティアグループ「紙ふうせ

ん」） 
【読書活動 10 周年記念特別表彰】読書倶楽部 書酎呑語論（しゅちゅのんごろ） 
【読書大好きっ子読書標語、短作文特選受賞者】 

✿メッセージ発表：～読書活動日本一のまちづくりを目指して～ 発表団体（５団体） 
自治会連合会、子ども会育成連絡協議会、ＰＴＡ連絡協議会、学校、読書ボランティアグループ 

来年度から始まる第三次出水市読書活動推進計画の下、それぞれの

団体の活動指針となるメッセージの発表をしていただきました。  

✿記念講演：肥田 美代子氏（文字・活字文化推進機構理事長） 

演題「子どもに伝えたい絵本の魅力」 
国会議員の経験と童話作家という立

場から、講演をしていただきました。 
国会議員だった頃、図書館整備の予算確保や学校図書館司書の法

制化に尽力された経験から、地域の図書館の大切さ、学校に司書が

いるということがいかに読書活動において重要なことであるかなど

のお話をしていただきました。 
また、「絵本は、大人が丁寧に読んであげるもの。親を思い出すと

き、絵本が出てくるような子育てをして欲しい」という言葉と、「出

水市は読書活動日本一のまちづくりを続けて行けば、日本一の知的

なまちになります」という力強い言葉は、今後の本市の目指す読書

活動推進に大きな示唆をいただいた気がしました。 

  

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「たまごにいちゃんとたまごねえちゃん｣ あきやま　ただし　作・絵
●「おむかえパパ」 ナディーヌ・ブランコム　文
●「塩田の運動会」 那須　正幹　作
●「クララ」 エミリー・アーノルド・マッカリー　作
●「しんけんしょうぶ　だるまさんがころんだ！」 武田　美穂　作
●「ひいな」 いとう　みく　作
●「ソフィアのとってもすてきなぼうし」 ミシェル・エドワーズ　文
●「ぼくらは鉄道に乗って」 三輪　裕子　作
●「初恋ゆうれいアート」 斉藤　洋　作
●「えらいこっちゃのようちえん」 かさい　まり　文

≪中学生・高校生≫

●「アーチー・グリーンと錬金術師の呪い」 D.D. エヴェレスト　著
●「命の意味命のしるし」 上橋　菜穂子　著・齋藤　慶輔　著
●「101 人が選ぶ「とっておきの言葉」」 河出書房新社　編

≪一般≫

●「美しい国への旅」 田中　慎弥　著
●「お師匠さま、整いました！」 泉　ゆたか　著
●「原之内菊子の憂鬱なインタビュー｣ 大山　淳子　著
●「源氏姉妹（しすたあず）」 酒井　順子　著
●「夏をなくした少年たち」 生馬　直樹　著
●「万葉恋づくし」 梓澤　要　著
●「やまと錦｣ 村木　嵐　著
●「月のぶどう」 寺地　はるな　著
●「私をくいとめて」 綿矢　りさ　著
●「サンライズ・サンセット」 山本　一力　著
●「翼がなくても」 中山　七里　著
●「太郎とさくら」 小野寺　史宜　著
●「果てしなき追跡｣ 逢坂　剛　著
●「幻庵」（上・下） 百田　尚樹　著
●「殺し屋、やってます。」 石持　浅海　著

図書館名
（電話番号） 開館時間 ３月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

21日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時

20日
（中の市のため）

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100） 17日

平成 29年３月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

３月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

７日
平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
１日
15日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

２日
16日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
９日
23日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

10日
24日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

３月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

１、８、15、22、29日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

６、13、27日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

14日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

２、９、16、23、30日
午後４時～

だっこでギュッ ２日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（木）午後７時～

高尾野図書館 および
高尾野郷土館・古城画伯コレクション館

休館日変更のお知らせ
中の市の開催に伴い、高尾野図書館は

３月２０日（月）に休館 します。

なお、定期休館日の３月 17 日（金）は開館
します。

皆さまのご理解をよろしくお願いします。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

２
０
１
７
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
１
カ
月
当
た
り
１
万
６
４

９
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
郵

便
局
を
含
む
金
融
機
関
や
主
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
よ
っ
て

は
、
割
引
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す

が
（
下
表
）、
口
座
振
替
や
２
年

前
納
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、本
庁
・

各
支
所
の
年
金
担
当
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
と
65

歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
は
、
定
額
保
険
料
に
１
カ
月
当

た
り
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を

上
乗
せ
す
る
こ
と
で
将
来
受
給
す

る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
可
能

で
す
。
増
額
さ
れ
る
１
年
間
の
年

金
額
は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険

料
を
納
め
た
月
数
」
で
す
。

　

例
え
ば
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
付
加
保
険
料
を
納
め
た

方
は
１
年
間
で
９
万
６
千
円
（
２

０
０
円
×
12
カ
月
×
40
年
）
が
上

乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
併
せ
て
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
」
ま
た
は
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
国
民
年

金
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
が

免
除
や
猶
予
と
な
り
ま
す
。
未
納

と
比
較
し
て
も
多
く
の
利
点
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

開 催 日　４月 27 日（木）
開 催 場 所　高尾野支所 小会議室
開 催 時 間
　午前 10 時～正午
　午後１時～午後 3 時 30 分
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額 など

相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）

４月　出水地区年金相談
（月 1 回・完全予約制）

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
し
よ
う
と
、
消
費
者
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
相
談
先
や
解
決
方

法
を
検
索
し
、「
無
料
相
談
」「
返
金

可
能
」
な
ど
と
う
た
う
窓
口
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
は
探
偵
業
者

に
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
業
者
の
調

査
」
を
数
万
円
で
行
う
だ
け
で
、
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
業
者
か
ら
の
返
金
は

な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
相
談
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

　

探
偵
業
者
は
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

業
者
の
調
査
は
で
き
ま
す
が
、
解
約

交
渉
等
を
す
る
に
は
弁
護
士
資
格
等

が
必
要
で
す
。

相
談
事
例
か
ら
見
る
問
題
点

●「
調
査
」で
あ
る
こ
と
を
説
明
せ
ず
、

　

契
約
す
れ
ば
請
求
が
止
ま
る
・
返

　

金
さ
れ
る
と
誤
解
さ
せ
て
い
る

●
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

類
似
し
た
名
称
を
名
乗
り
、
連
絡

を
さ
せ
て
い
る
。（
探
偵
業
者
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
被
害
解
決
」
等

と
表
示
し
、
自
治
体
が
設
置
し
て

い
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費

生
活
相
談
窓
口
等
に
類
似
し
た
名

称
を
名
乗
っ
て
い
る
た
め
、
消
費

者
は
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
等
と
勘
違
い
し
、
探
偵
業
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
や

電
話
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。）

●
「
訴
え
ら
れ
る
」「
個
人
情
報
が

　

漏
れ
る
」
な
ど
消
費
者
を
不
安
に

　

さ
せ
、
契
約
さ
せ
て
い
る
。

●
「
警
察
と
連
携
し
て
い
る
」「
個

　

人
情
報
を
削
除
で
き
る
」
な
ど
事

　

実
と
異
な
る
説
明
で
信
用
さ
せ
て

　

い
る
。

●
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と
、
高
額
な
解

　

約
料
が
請
求
さ
れ
る
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

相
談
先
が
自
治
体
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
か
ど
う
か
、
し
っ
か
り
確

認
し
て
か
ら
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
と
の
ト

ラ
ブ
ル
解
決
を
う
た
う
探
偵
業
者
へ

の
依
頼
は
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
で

は
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
業
者
に
慌
て

て
「
連
絡
し
な
い
」「
お
金
を
支
払

わ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不

安
な
場
合
に
は
、
焦
ら
ず
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時30分〜午後５時
　（正午〜午後１時を除く）

　本庁生活環境課内
　（☎63−6203）
※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターにお電話ください。

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
と
の
ト

ラ
ブ
ル
解
決
」
を
う
た
う

探
偵
業
者
に
ご
注
意
！

出水市消費生活センター
【相談日時と場所】

2017 年度
（平成 29 年度）

１カ月 ６カ月 １２カ月

保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額

毎月納付 ( 納付書による現金納付
および翌月末振替の口座振替 ) 16,490 円 - 98,940円 － 197,880円 －

当月末振替の口座振替 16,440 円 50 円 98,640円 300円 197,280円 600円

６カ月前納 ( 現金納付 ) - - 98,140円 800円 196,280円 1,600円

６カ月前納 ( 口座振替 ) - - 97,820円 1,120円 195,640円 2,240円

１年前納 ( 現金納付 ) - - - ― 194,370円 3,510円

１年前納 ( 口座振替 ) - - - - 193,730円 4,150円
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　１月13日、市音楽ホールで出水市女性大会が開催
されました。市女性団体連絡協議会（14団体）が主催
で、今回で32回目。
　大会では、ＪＡ鹿児島いずみ高尾野女性部「すみ
れ」によるアトラクション、更生保護女性会の活動
発表があり、感応禅寺前住職芝原一三氏による「お
もてなしの心」と題した講演も行われました。

女
性
団
体
な
ど
集
う

出
水
市
女
性
大
会

ノ
リ
の
手
す
き
体
験

出
水
天
恵
海
苔
グ
ル
ー
プ

　１月22日、北さつま漁協出水支所によるノリの手
すき・天日乾燥の体験会が行われました。
　市内外からの参加者は、昔ながらのノリの手すき
などを体験して、出水産のノリを味わいました。野
田女子高校食物科のフード&カルチャー同好会の皆さ
んに感想を聞くと「すごくおいしかった」「香りがす
ごい」「良い体験ができた」などと話してくれました。

新
庁
舎
建
設
で
表
彰建

築
工
事・電
気
設
備
工
事

業
に
表
彰
状
を

贈
呈
し
ま
し

た
。

　

表
彰
さ
れ
た

の
は
、
建
築
工

事
で
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業

体
の
構
成
員

「
西
松
建
設
株

式
会
社
」、「
株

式
会
社
田
頭
建

設
」、「
株
式
会

社
門
田
建
設
」

の
皆
さ
ん
。（
写

真
右
）

　

品
質
が
高
く

優
良
な
電
気
設

備
工
事
で
特
定

建
設
工
事
共
同

企
業
体
の
構
成

員「
株
式
会
社

九
電
工
」、「
株

式
会
社
岩
﨑
電

設
」、「
有
限
会

社
野
村
電
設
」

の
皆
さ
ん
で

す
。（
写
真
左
）

　

１
月
24
日
、
市
新
庁
舎
建
設
工
事
で
、
品
質
が
高
く
優
良

な
建
築
工
事
・
電
気
設
備
工
事
を
施
工
し
て
い
た
だ
い
た
企

地
産
地
消
で
給
食（
ふ
れ
あ
い
給
食
会
）

市
内
全
小・中
学
校（
東
出
水
小
学
校
）

　

１
月
17
日
～
同
27
日
の
期
間
に
、
市
内
の
小
・
中
学
校
で
、

地
元
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
が
取
り
組
む
地
産
地
消
推
進
事
業
の
一
つ

で
、鹿
児
島
い
ず
み
農
協
の
協
賛
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
で
は
、
市
内
の
農
場
で
生
産
さ
れ
た
山
水
米
、
茶
美

豚（
チ
ャ
ー
ミ
ー
ト
ン
）、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
そ
ら
豆
が
並
び
ま

し
た
。
１
月
27
日
に
は
、
東
出
水
小
学
校（
１
・
２
年
生
ク
ラ

ス
）で「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」が
行
わ
れ
、
出
水
市
、
鹿
児
島

い
ず
み
農
協
、
市
議
会
の
代
表
者
が
、
児
童
た
ち
と
一
緒
に

給
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
農
産
物
に
つ
い

て
質
問
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
出
水
市
で
県
内
の
８
割
を
生
産

し
て
い
る
こ
と
や
山
水
米
は
大
川
内
地
区
で
取
れ
た
お
米
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
を
代
表
し
て
、
石
神
瑞
樹
君
が「
好
き
な
も
の
ば

か
り
で
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
」と
元
気
に
感
想
を
発
表
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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原
子
力
防
災
訓
練

県・関
係
市
町

　１月28日、県および関係市町による原子力防災訓
練が行われました。本市では、倒壊などにより家屋
での屋内退避が困難となった場合を想定し、住民約
40人が市内の指定避難所へ屋内退避を実施しまし
た。また、「安定ヨウ素剤」の事前配布訓練や一時移
転訓練なども行われました。
　一時移転訓練では、バスで伊佐市に避難し、実際
に避難する避難所の確認と原子力災害に関する講習
会を行いました。講習会では原子力の基礎知識のほ
か福島原発事故の状況も解説されました。

た
ば
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ま
き

葉
た
ば
こ
の
種
ま
き

　2017年産の葉たばこの種まきが、１月24日出水地
区たばこ共同育苗センターで行われ、生産者や行政
等の関係者が参加しました。
　生産者たちは、葉たばこの豊作を願いながら、ム
ラが出ないよう丁寧に種をまいていました。
　出水地区の葉たばこは、高品質の葉が多く、市場
で高い評価を受けています。今年は、昨年を上回る
品質が期待されています。

文
化
堂
が
復
活
!?

栄
町
商
店
街「
文
化
堂
」

　1月29日、栄町商店街にある「文化堂」のオープニ
ングセレモニーが開催されました。
　かつて、レコード店だった空き店舗を地元商店街
の若手経営者でつくる「出水本町通り商店街未来会
議」メンバーらが改装し、地域のコミュニティスペー
ス兼レンタルスペースとしてオープン。当日は、革
小物作りや読み聞かせ、バンド演奏などがあり、多
くの市民でにぎわいました。

　１月26日、第４回出水市高病原性鳥インフルエン
ザ対策本部会議が行われました。１月28日に国の野
鳥監視重点区域が解除されることや各団体の防疫体
制の状況等報告があり今後の防疫体制等が協議され
ました。道路等の消毒体制については、２月末まで
は継続することなどが決定しました。
　２月14日現在のツルの北帰行数は、ナベヅルが54
羽、マナヅルが2,526羽の計2,580羽です。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策

国・県・市・関
係
団
体

　１月30日、２月２日～同13日にスペイン遠征を行
うサッカーＵ-18日本代表メンバーが日本サッカー
協会から発表され、本市出身のＧＫ大迫敬介（広島
ユース）が日本代表に選出されました。
　大迫選手は現在高校２年生。サンフレッチェ広島
ユースに所属していて、東京五輪世代（97年生まれ
以降）の守護神候補として期待されています。

大
迫
選
手
が
選
出
さ
れ
る

サ
ッ
カ
ー
Ｕ
18
日
本
代
表　１月29日、第30回記念鹿児島県地区対抗女子駅

伝競走大会が霧島市（隼人運動場発着、全６区間
21.0975㎞のコース）で行われました。
　雨の中でのレースは、1区から6区まで安定した走
りで日置地区チームを追う展開。最後まであきらめ
ない走りで、地区内外の皆さんに感動を与えました。
結果は総合5位。目標には一歩届きませんでしたが、
十分に力を発揮しました。

総
合
５
位
の
力
走

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
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薬局平和調剤センター 薬局平和調剤古賀町店
　水俣総合医療センター近く、天神耳鼻科前 古賀町（緒方眼科前）

電話　０９６６－６２－０２３０ 電話　０９６６－６２－２２７２

営業時間　平日　８：３０～１８：３０ 営業時間　平日　８：３０～１８：００

　　　　　　　　 　　土曜　８：３０～１７：３０ 　　　　　　　　　　 土曜　８：３０～１３：００

薬剤師募集（正社員・パート）

          勤務地：水俣市　　
             勤務時間等はご相談に応じます

           お気軽にお電話ください

　　　　　　　　　　電話　０９６６－６２－２２７２　（担当　下田）

有料広告欄有料広告欄有料広告欄有料広告欄
【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

有料広告のページ
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

有村英語教室 新学年生徒募集！  
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

連絡先  携帯 ０９０－９７９３－８３１４ 

（有村）  電話（ＦＡＸ兼用） ８２－２４３７ 

有村英語教室は2016 年度に 

英検協会「奨励賞」を受賞しました。 

小・中学生 英検準２級合格16 名 ！ 

その他の級も多数合格 

教室の様子（小学生低学年コース） 

小学生コース 低学年/高学年２コース毎週木曜日（月４回） 

中学生コース １・２・３年生  月・水・金（週３回） 

英検・大学受験コース 

 

講師プロフィール 

有
あ り

村
む ら

 真
ま

由
ゆ

美
み

  
<免許及び資格等>  

中学校教諭一種免許・高等学校教諭一種免許 

博物館学芸員資格等  

現在までの渡航国２０カ国以上  

中東（イラン）長期滞在経験あり 
 

場所：高尾野町もみじ温泉隣り HottoMotto２階真ん中教室  201７年４月５日(水)スタート 
 

※詳細についてはお問合わせください。 

  

準２級～２級初級   毎週火曜日（月４回） 

２級・センター入試  毎週火曜日（月４回） 

大学受験コース    毎週火曜日（月４回） 

（教室の見学は随時受付中です） 

短期教室 
SEIKA春季キッズ教室 

【日程】 
1期：3/22（水）・23（木）・24（金） 
2期： 4/3（月）・4（火）・5（水） 

    〒899-0215  出水市武本4709-3 ●休館日 毎週水曜日 

    ●申込受付時間 月・火・木・金 10:30～20:00 土 10:30～19:00 日・祝 10:30～17:00 

                                            

                 
  

  
  

TEL：0996-63-0202 

詳細は、こちらをご覧ください。 
http://www.seika-spc.co.jp/shops/view/izumi 

3月2日(木) 10：30～ 

申し込み受付開始！ 

 

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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野
）

坂　

元　

良　

博
（
埼
玉
県
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
総
合
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

３　　　　　月
日 医　療　機　関　名

５日（日）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大 和 ☎82－0048

［当］ 野田診療所 内科 仮 屋 ☎84－2023

［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿 久 根 市 ☎73－3639

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88－5040

［児］ 出水総合医療センター 早 馬 ☎67－1611

12日（日）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西 町 ☎62－8801

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井 上 ☎63－2333

［当］ 植村整形外科 整外科 阿 久 根 市 ☎72－1041

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿 久 根 市 ☎75－2121

［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88－2595

［児］ 二宮医院 内・小児科 栄 町 ☎62－0167

19日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春 日 町 ☎63－7011

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東 大 野 原 ☎64－1187

［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿 久 根 市 ☎73－4180

［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88－6405

［児］ しみずこども医院 小児科 阿 久 根 市 ☎68－0633

20日（月）

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早 馬 ☎64－8800

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千 本 付 ☎62－2311

［当］ 上園医院 内・小児科 阿 久 根 市 ☎73－1055

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎86－0054

26日（日）

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井 上 ☎63－2333

［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表 郷 東 ☎64－1313

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿 久 根 市 ☎73－1551

［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88－6405

［児］ 出水総合医療センター 早 馬 ☎67－1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時〜翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
３月20日

こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63−4618 表 郷 西
マリン薬局米ノ津店 ☎67−5002 早 馬
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68−7000 千 本 付

３月26日
田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0888 東大野原
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡 瀬 口
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79−3972 表 郷 東
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
３月１日～５日 あかつき電化 ☎62−0650

携帯電話
（090−7397−7898）

野 村 電 設 ☎82−3637

携帯電話
（090−7154−7490）

３月６日～12日 三 和 住 設 ☎62−5114 ア タ ッ ク ス ☎82−0044

３月13日～19日 井 手 口 電 設 ☎62−0901 釜 崎 水 道 ☎82−0249

３月20日～26日 太田電機工業所 ☎63−1966 松 一 ☎65−6520

３月27日～31日 北 薩 設 備 ☎62−6011 桑野水道設備 ☎82−4385

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2017年１月１日～同１月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（＋１） ２件（＋１） ０人（±０） ０人（±０） 184件（−16） 95人（−11）
2017年の累計 ２件（＋１） ２件（＋１） ０人（±０） ０人（±０） 184件（−16） 95人（−11）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

３月の主な行事

３月５日
ち ゃ え ん 歯 科 歯科 ☎67−2325 六月田下
野 田 調 剤 薬 局 ☎84−2856 仮 屋
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64−8161 早 馬

３月12日
はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62−8241 茶 円 堀
ひ ま わ り 薬 局 ☎62−6070 桜 町
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡 瀬 口

３月19日
スマイル歯科医院 歯科 ☎75−3300 阿久根市
メ ー プ ル 薬 局 ☎62−9292 東大野原

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

５日（日）▶ひなまつりのお手前（午前10時・市公開武家屋敷「竹添邸」）（Ｐ８関連記事）

５日・12日（日）▶寒緋桜を見におじゃんせ（午前10時・熊陳馬場通り）（Ｐ７関連記事）

11日（土）▶高尾野北ＩＣ開通イベント（午前９時・高尾野北ＩＣ周辺）（Ｐ７関連記事）

19日（土）・20日（日）▶高尾野「中の市」（午前９時・高尾野駅前商店街）（Ｐ７関連記事）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.kagoshima-izumi.lg.jp/
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ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
で
は
12
月
17

日
～
1
月
22
日
、
国
立
科
学
博
物

館
の
協
力
に
よ
り
、
第
３
回
企
画

展
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
日

本
の
科
学
者
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
科
学
者
21
人

（
２
０
１
５
年
受
賞
者
ま
で
）
に

関
す
る
パ
ネ
ル
と
関
連
資
料
を
展

示
し
ま
し
た
。
資

料
の
中
に
は
、
受

賞
者
の
自
筆
の
色

紙
や
手
紙
な
ど
貴

重
な
物
も
あ
り
、

来
場
者
は
興
味
深

く
見
学
し
て
い
ま

し
た
。

巡
回
展 

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
日
本
の
科
学
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
４
日
、
麓
武
家
屋
敷
群
と

本
町
商
店
街
で
節
分
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
通
り
商
店

街
未
来
会
議
の
主
催
で
初
め
て
の

開
催
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
27
人

が
、
ち
び
っ
こ
よ
ろ
い
に
着
替
え

て
商
店
街
の
協
力
店
に
「
福
は
～

う
ち
～
」
と
元
気
に
豆
を
ま
き
ま

し
た
。

　

お
地
蔵
さ
ん
で
鬼
を
見
つ
け
て

「
鬼
は
そ
と
～
！
」。

　

表
紙
写
真
は
、
鬼
が
降
参
し
た

後
の
一
コ
マ
で
す
。
商
店
街
の
皆

さ
ん
は
、「
お
か
げ
で
福
が
く
る

ね
ー
」
と
笑
顔
で
ち
び
っ
こ
侍
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。　
　
（
浦
﨑
）

『今月の問題』
世界３大珍味のひとつキャビ
アは何の卵でしょう。
Ａ　チョウザメ
Ｂ　ギンザメ
Ｃ　ウバザメ

２月号のクイズと答え

次のうち哺乳類ではないのはどれ
でしょう。
　A　コウモリ
　B　イルカ
　C　サメ
答えは、C　サメでした。

　人権擁護委員として、地域住民の人権
擁護などに取り組んだ功績に対して、県
地方法務局長・県人権擁護委員連合会長
から感謝状を贈られた、黒田恵子さん（米
ノ津東自治会・写真中央）

　

全
国
珠
算
教
育
連
盟
に
よ
る
暗
算
検
定
試

験
で
十
段
に
合
格
し
た
、成
富
彩
香
さ
ん（
下

水
流
小
５
年
）。
十
段
は
、
暗
算
検
定
で
最

高
位
の
賞
で
、
県
内
最
年
少
の
検
定
合
格
者

に
な
り
ま
し
た
。（
写
真
前
列
左
）

　故松尾正昭氏に従六位の叙位があり、
ご遺族に伝達しました。松尾氏は、旧高
尾野町議会議員を６期歴任され地域のた
めに活動されました。

　長年にわたる地方行政への貢献が評価さ
れ、故特手貞雄氏が旭日双光章を受賞され、
ご遺族に伝達しました。特手氏は、野田町
助役を９年余り、野田町長を１期歴任され
ました。


